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　このたび、多くの市民の皆様からのご支持をい
ただき、越谷市長に就任いたしました。
　私は、市議会議員として、そして先の市長選挙
を通じて、様々な方から数多くのご意見を伺って
まいりました。その一つ一つの意見に重みを感
じ、多様な価値観のなかで社会が存在しているこ
とを改めて認識いたしました。そして、市長就任
にあたり、約34万5,000人の市民の責任者である
市長という職責の重さを痛感しているところでご
ざいます。
　だからこそ、選挙に掲げた政策は市民の皆様と
のお約束であることを念頭に置き｢一党一派｣に偏
ることなく、市民目線の公平な市政運営に努めて
まいります。
　私は高橋前市長が行ってきた市政運営の継承と
発展を掲げております。今年度からスタートしま
した第5次越谷市総合振興計画を着実に推進する
とともに、以下に掲げます、私が市民の皆様とお
約束した政策の三本柱の実現に全力を傾注してま
いります。
　まず、第一の柱は、｢いのちと暮らしを守る｣で
す。新型コロナウイルス感染症の世界的な流行か
ら、まもなく2年が経過しようとしています。現
在の感染状況は比較的落ち着いていますが、いつ
再拡大するか予測がつかない状況であり、第6波
に備え準備を進めていくことが必要不可欠でござ
います。コロナ禍への対策をしっかりと行うこと
で、市民の皆様の心配や不安を払拭できるよう万
全を期してまいります。加えて、障がい者の社会
参加促進や近年頻発・激甚化する災害への対策強
化など、だれもが安心して、いきいきと暮らせる
まちを目指し、取り組みを進めてまいります。
　続いて、第二の柱は、｢子どもが輝く社会に｣で
す。未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、健
やかで心豊かに成長することは、日本という国や
越谷市にとっても大変かけがえのないことであり
ます。そのような子どもたちが育っていく環境や
子育てをする環境を整備することは、未来への投
資という意味をもつだけではなく、越谷市が魅力

的で｢越谷市に住みたい｣と感じていただくことに
より、定住人口の増加にもつながると考えており
ます。そこで、保育施設については、｢待機児童
ゼロ｣を目指し、少人数学級については、小学校
全学年における35人学級の早期実現に向け、取り
組みを進めてまいります。
　最後に、第三の柱は、｢越谷の未来を創る｣で
す。少子高齢化、さらには人口減少局面に対応
し、持続可能なまちづくりを実現するためには、
生活利便性を維持・向上し、既存ストックを有効
に活用することにより、地域経済の活性化を図る
ことが大変重要となってまいります。また、コロ
ナ禍においては、感染防止対策を継続しながら、
社会経済活動を進めていかなければなりません。
　そこで、行政のデジタル化の推進や公共交通の
さらなる充実など、生活の質が高く魅力と活力あ
るまちを目指し、取り組みを進めてまいります。
　私が現在46歳と首長としては比較的若いこと
や、民間企業での経験も長いということもあり、
市民の皆様は、安定的な市政運営に加えて、新し
い取り組みに期待していると感じています。その
なかで、私は市長就任時に、職員に向けて次の5
つのキーワードを用いた訓示を行いました。
｢公平なルール｣　｢常に考える｣　｢日々勉強｣　
｢挑戦しよう｣　｢最後は人｣
　端的に申し上げますと、ルールや人間関係を大
事にしながらも、常に考え、挑戦し、進化し続け
ようというものです。是非、アクティブな越谷市
政にご期待をいただきたいと思います。
　最後に一言お伝えします。私は、市民の皆様と
共にまちづくりを行い、市民の皆様と共に生きる
まちを目指しています。そのためには、皆様の力
が必要です。是非、共に考え、行動し、越谷のま
ちづくりを進めていきましょう。

　11月10日の任期満
了をもちまして、3
期12年間務めた市長
の職を退任させてい
ただきました。
　私は、昭和37年4
月に市職員として越
谷市に入庁して以来、市議会議員、県議会
議員、そして市長として、ふるさと越谷の
発展のため、その職責を果たしてまいりま
した。これまで、温かいご指導と深いご理
解を賜りました市民の皆様、そして多くの
関係皆様に深く感謝を申し上げます。
　市長として、これまで私は｢安心度埼玉
No.1の越谷｣、｢市民が誇れる越谷｣、｢い
きいき活性化する越谷｣の3つを基本理念と
して掲げ、その実現に向けて様々な施策を
展開してまいりました。とりわけ、平成27
年4月には、全国で44番目、埼玉県内で2番
目となる中核市への移行を成し遂げまし
た。これにより、埼玉県から2,000項目を
超える行政権限が移譲され、市民サービス
の更なる向上とともに、地域密着型の行政
サービスが提供できるようになりました。
　また、保健所の開設により、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大に対しまして
も、医師会との連携のもとで市として主体
的かつ積極的に対応することができるよう
になりました。
　このように、今や越谷市は堅実かつ着実
にそれらの成果を積み上げ、名実ともに県
南東部地域の中核都市になったものと自負
しており、今後さらに発展していくものと
確信をしております。
　皆様には、今後とも越谷市政に対し、変
わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げますとともに、この12年間、格
別なご指導、ご理解を賜りましたことに改
めて感謝を申し上げ、私の退任のあいさつ
とさせていただきます。
　長い間本当にありがとうございました。
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＊投票数、投票率の( )内は越谷市選挙管理委員会確定の数字。比例代表選出議
員選挙の〈　〉内は当選人数

自由民主党〈7〉 2,172,065.000(49,218.000)票
立憲民主党〈5〉 1,391,148.629(34,964.836)票
公明党〈3〉 823,930.000(21,249.000)票
日本維新の会〈2〉 617,531.000(14,103.000)票
日本共産党〈1〉 444,115.000(10,323.000)票
国民民主党〈1〉 298,056.173(6,568.162)票
れいわ新選組〈0〉 239,592.000(6,583.000)票
社会民主党〈0〉 97,963.000(2,293.000)票
NHKと裁判してる党弁護士法72条違反で〈0〉 87,702.000(2,084.000)票

衆議院比例代表選出議員選挙衆議院比例代表選出議員選挙 北関東ブロック結果51.27％投票率

51.24％投票率

(敬称略・得票順)埼玉県第13区

52.43％(53.45％)投票率

土屋　品子 101,149(8,431)票
三角　創太 86,923(6,939)票
赤岸　雅治 16,622(1,489)票

当当

53.53％(52.32％)投票率

(敬称略・得票順)埼玉県第3区

51.88％(52.18％)投票率

黄川田仁志 125,500(72,806)票
山川百合子 100,963(52,791)票
河合　悠祐 7,534(4,161)票

当

越谷市長選挙越谷市長選挙 越谷市議会議員補欠選挙越谷市議会議員補欠選挙
(敬称略・得票順) (敬称略・得票順)

福田　　晃 54,709票
服部　正一 40,656票
松島　孝夫 25,278票
田中　利昌 15,904票

当

当

当

当

立澤　貴明 41,246票
大田ちひろ 30,960票
金子　正江 19,483票
小出水宏泰 13,895票
清田巳喜男 13,727票
石川　栄貴 10,265票
渡辺　定雄 7,193票

立澤　貴明氏 大田ちひろ氏 金子　正江氏 小出水宏泰氏


